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「世界食料需給モデル」による本予測は、以下の前提に基づき、各国政策の変更や今後の気象
変動の影響等を考慮せず、天候が平年並みに推移した場合の予測（ベースライン予測）。
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１ 人口は、アジア、アフリカなど途上国を中心に増加。１人当たり���も引き続き増加。

２ 今後数年間、世界経済の下振れリスクはあるものの、新興国・途上国の中期的な経済成長率は
依然として高い見通し。

� 人口と１人当たり実質GDPともに堅調に増加 � ＢＲＩＣｓ等新興国の経済成長率は先進国より高い水準
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１ 人口増、所得向上、飼料需要増、バイオ燃料向け需要増等に伴い、世界の穀物消費量は増大。

２ 穀物及び大豆の価格は、����年以前より高い水準ながら、実質ベースではほぼ横ばいで推移。

� 穀物及び大豆の国際価格は2007年以前より高い水準で上昇
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� 穀物消費量と１人当たり年間肉類消費量が大幅に増大
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� 穀物の生産量、期末在庫量の見通し
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注：米の将来の名目価格については、タイの消費者物価指数(CPI)を用
いて算定しており、米国のCPIを用いている大豆、小麦、とうもろこし
と比較して、実質価格との乖離が大きくなっている。



１ 穀物消費量、生産量は各地域とも増加。人口増加や経済成長が継続するアジア、アフリカ、中東
で消費の伸びが生産の伸びを上回る。

２ これにより、 アジア、アフリカ、中東は純輸入量を拡大し、食料の偏在化の傾向は引き続き拡大。

� 穀物の地域別生産量及び消費量の見通し � 穀物の地域別貿易量（純輸出入量）は偏在化が拡大
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注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。
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１ 小麦については、純輸入地域のアジア、純輸出地域の欧州の二地域で世界の消費量・生産量の
約�割を占め、引き続き消費量・生産量ともに増加する見通し。

２ またアフリカ、中東、中南米で、消費量が増加し、純輸入量もアフリカを中心に増加する見通し。
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１ とうもろこしについては、純輸入地域のアジア、純輸出地域の北米の二地域で世界の消費量・生
産量の約�割を占め、引き続き消費量・生産量ともに増加する見通しで、他の地域の貿易シェア
は引き続き低い。

２ 消費量のうち、飼料需要が約�割、バイオエタノール需要が約	
�と需要の仕向け比率は横ばい
の見通し。
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１ 米については、アジアが世界の生産量・消費量の�割弱を占めているが、その比率が若干低下傾
向にある。

２ アジア中心で他の地域の貿易の比率は引き続き低いものの、アフリカ、中東の消費量が拡大し、
主要輸出国タイ、ベトナムを中心にアジアからアフリカ・中東への貿易量が増加する見通し。
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１ 大豆については、地域横断的な貿易の比率が比較的高く、搾油用や飼料用需要の増加が著しい
中国を含むアジアや、欧州の純輸入量が拡大。

２ このアジア、欧州の純輸入量増に対して、供給面では、北米の純輸出量は現状程度で推移する
ものの、アルゼンチンを中心に中南米の生産増大により純輸出量が拡大。
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１ 肉類については、鶏肉を中心に、豚肉、牛肉を含めて、消費量、生産量は各地域とも増加。

２ 特に所得向上による食生活の変化が見込まれるアジアでは、消費量の増加が生産量の増加を
上回り、純輸入量が拡大する一方、ブラジル、米国など中南米、北米の純輸出量が拡大。
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１ 基準年から����年までの間に、基軸通貨である米国ドルが他の通貨に対して���増価する場合と、��％減価す
る場合の二つのシナリオを設定（注：実質実効為替レートベース）。

２ 自然体としてのベースライン予測と比較して、以下の需給変動が生じると予測。
� ���増価シナリオでは、北米の純輸出量減、他の輸出地域での純輸出量増、アジアの純輸入量減、
� ���減価シナリオでは、逆に北米の純輸出量増、他の輸出地域での純輸出量減、アジアの純輸入量増 等

３ 中長期的な世界食料需給見通しについては、このように前提条件の変化による影響が不可避であることから、
予測結果を一定の幅をもって解釈する必要。
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為替変動による小麦の地域別純輸出入量の変化為替変動による小麦の地域別純輸出入量の変化為替変動による小麦の地域別純輸出入量の変化為替変動による小麦の地域別純輸出入量の変化

（単位（単位（単位（単位�百万トン）百万トン）百万トン）百万トン）

�����

為替変動による大豆の地域別純輸出入量の変化為替変動による大豆の地域別純輸出入量の変化為替変動による大豆の地域別純輸出入量の変化為替変動による大豆の地域別純輸出入量の変化

（単位（単位（単位（単位�百万トン）百万トン）百万トン）百万トン）
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ベースラインシナリオ ���増価シナリオ ���減価シナリオ

１ 中国の１人当たり肉類消費量は、豚肉を中心として、既に日本、韓国を上回る水準である一方、
養殖淡水魚を中心に、１人当たり水産物消費量は、	���年代に急増したが近年増加率が鈍化。

２ 今後、肉類の消費量が引き続き増大するとともに、中国の総消費量に占める割合は高くないもの
の、肉類やとうもろこしの輸入量が拡大する見通し。
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����年に肉類を６百万トン輸入年に肉類を６百万トン輸入年に肉類を６百万トン輸入年に肉類を６百万トン輸入
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中国の１人当たり肉類消費量は日本、韓国を上回る水準中国の１人当たり肉類消費量は日本、韓国を上回る水準中国の１人当たり肉類消費量は日本、韓国を上回る水準中国の１人当たり肉類消費量は日本、韓国を上回る水準

中国 日本 韓国
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����年にとうもろこしを３百万トン輸入年にとうもろこしを３百万トン輸入年にとうもろこしを３百万トン輸入年にとうもろこしを３百万トン輸入

消費量 純輸出量 生産量 純輸入量
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資料：資料：資料：資料：�������（（（（一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）
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資料：資料：資料：資料：�������（（（（一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）一人１年当たり粗食料供給量）

中国の１人当たり水産物消費量は日本の４割強中国の１人当たり水産物消費量は日本の４割強中国の１人当たり水産物消費量は日本の４割強中国の１人当たり水産物消費量は日本の４割強

中国 日本 韓国
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１ ロシアは、天候要因による不安定さを抱えながらも、これまで小麦の生産量、純輸出量が増加。
���	年には純輸出量の世界シェアが��％まで拡大。

２ ただし、今後の小麦等穀物輸出の拡大には、畜産物の自給率向上政策の推進に伴う飼料穀物
需要の増加や穀物生産コストの上昇等の懸念材料も。
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� ロシアの小麦生産量、純輸出量は拡大傾向
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（百万トン）

飼料用

生産量

純輸

出量

【�������	
���
������������】

� ロシアの小麦を含む穀物生産は、天候要因によって、単
収・生産量が大きく変動

� 冬小麦の主な産地である北カフカスにおける生産量増
加が、ロシアの小麦生産増加の約４～５割。これには無機肥
料投入量の増加が大きく影響

13

� 小麦のロシアの純輸出量シェアは20％まで拡大

ロシアの純輸出量シェア

2009年 2021年

13% 20%
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（百万トン）

米国

ロシア

その他

����

ウクライナ

料投入量の増加が大きく影響
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１ ブラジルの大豆、とうもろこしの生産量が大幅に増加し、とうもろこしの輸出が増大。

２ ブラジルでは、アマゾン熱帯雨林、保護地以外の、広大な農業的低未利用地で農業開発が可能。
しかしながら、ブラジルは、農場段階では農産物の価格競争力があるものの、開発が進む内陸部か
らのトラックによる国内運賃が高いことから、さらなる輸出拡大には輸送インフラ整備が鍵。
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� ブラジルの穀物及び大豆の生産量は大幅に拡大

������

� ブラジルの穀物及び大豆全体の純輸出量はほぼ横ばい
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大豆

とうもろこし

小麦

コメ �����
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大豆

とうもろこし

小麦

コメ

とうもろこしの純輸出量は増加するものの、大豆は、国内需要

増により純輸出量はほぼ横ばいで、小麦の輸入量が増加。
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�������	 360.0 42.3%

�� 52.0 6.1%

�������������� 20.0 2.4%
��� 38.0 4.5%
����� 381.0 44.8%
���� 210.0 24.7%
� !" 49.0 5.8%
�#$" 15.0 1.8%
�%	� 6.0 0.7%
����&��� 101.0 11.9%
'( 851.0 100.0%

（参考１） ブラジルには広大な農業的低未利用地が存在 （参考２） ブラジル・米国から上海までの大豆輸送費比較（2007年）

資料：ブラジル農務省「ブラジルの土地利用」から作成
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ブラジル（マットグロッソ州） 米国（アイオワ州）

海上

河川

トラック

現地価格

資料：清水純一「ブラジル産トウモロコシの拡大過程」

��414US$/��� ��401US$/���
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１ 対象品目（合計��品目）
� 耕種作物６品目（小麦、とうもろこし、米、その他穀物、大豆、その他油糧種子）
� 食肉・鶏卵５品目（牛肉、豚肉、鶏肉、羊肉、鶏卵）
� 耕種作物の加工品４品目（大豆ミール、その他のオイルミール、大豆油、その他の植物油）
� 生乳・乳製品５品目（生乳、バター、脱脂粉乳、チーズ、全脂粉乳）

２ 目標年次、基準年次、比較年次
� 目標年次：����年（現在から��年後）
� 基準年次：���	年（���
～����年の�年平均）
� 比較年次：�		�年（�		
～�		
年の�年平均）

３ 予測項目
品目別・地域別の消費量、生産量、純輸出入量及び品目別国際価格（実質・名目）

４ 対象範囲及び地域分類
� 対象範囲：世界全体（すべての国）
� 地域分類：

� 予測に用いるデータの地域分類は、地理的基準により８地域区分（小分類として３１ヶ国・地
域）に分類した。

� 品目毎の需給予測は、この８地域区分により示した。
なお、各種パラメータ等について精度を向上させたことから、この８地域区分に加え参考値と

して品目毎に主要な生産・消費国の需給予測の結果も併せて示した。
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